
令和４年 ４月 ２８日

【活動内容】 【活動の様子】

＜活動場所＞ 大庄元気むら

       兵庫県尼崎市大庄西町３－１０－１ 活動の様子の写真

＜実施日程＞ 平日（火～金）の１１:００～１４:００ 成果物の写真

＜実施した生産活動・施設外就労の概要＞ 活動内容の追加コメント

 ・手作り菓子の販売

＜利用者数 等＞ 4名～6名

【目的】

＜地域にとってのメリット＞ 労働力の確保

【成果】

【連携した結果に対する意見または評価】

 障碍を抱えた皆さんが、一生懸命に取り組んでいる姿を微笑ましく見守っています。

【今後の連携強化に向けた課題】

 １.職種の幅を広げる

 ・利用者と作業内容がマッチングするような新しい職種にチャレンジしていきたい。

 ２.業務の平準化を図る

 ・利用者間の技能に格差が生じているためスキルの均一化を目指します。

＜地域連携活動のねらい＞ 地域で生活する障碍者が、地域社会との接点の場を創
ることで相互理解を深め雇用開発を目指す。

＜ 販 売 風 景 ＞

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 就労継続支援Ａ型事業所 居っけん 事業所番号 2813005770

住 所 兵庫県尼崎市崇徳院２丁目１４５ 管理者名 池田 勇一

電話番号 06-6416-1168 対象年度 令和 ３年

地域連携活動の概要

連携先企業名 尼崎市「大庄南」地域包括支援センター 担当者名 北村 様

＜対象者にとってのメリット＞ 職業意識・職業技能等の社会的スキルを向上させ
る。

＜実施した結果＞ 就労継続支援Ａ型の事業を通じて、労働力の資源として障碍の
ある方の存在を広報できた。

＜得られた成果＞ 利用者自身が手掛けた商品が店舗で販売されることに達成感や
社会への参画意識が芽生えモチベーションの向上に繋がった。

＜課題点＞生産性の更なる向上を図り、一般就労への意欲と自信が持てるようにし
たい。 ＜ 販 売 商 品 ＞

連携先の企業等の意見または評価

様式１


